
- 1 -

＜山﨑賞＞

９ どんな水でも植物は育つか パート４ ～浄化作用「希釈」「分解」について探る～

１ 研究の動機

昨年、「どんな水でも植物は育つか」パート３～太田川の水はきれいか～の研究を通して、太田

川の水や植物・生物は思ったよりも家庭排水の影響を受けておらず、それは川の「浄化作用」によ

るものだということを知った。川の浄化作用には、物理的・科学的・生物的作用によるものがある

という。具体的には、希釈・沈殿・分解などの作用があり、自分の過去の研究から、希釈作用、分

解作用に興味をもち、実際に自分で確かめてみたいと思い、研究することにした。

２ 研究の目的

（１）洗剤がどれくらいまで希釈されれば、植物の発芽・生長に影響がなくなるかを調べる。

（２）微生物の分解・浄化作用について調べる。

３ 実験方法

（１）過去の実験の結果から植物の生長に悪影響の大きかった洗

濯用洗剤の濃度を変えた水で、アサガオ・ハツカ大根の発芽・生

長を観察する。（右図）

（２）活性汚泥法を用いた下水処理を行っている袋井浄化センタ

ーに行き、微生物による分解作用について調べる。

（３）太田川下流に微生物がいるか調べ、活性汚泥をつくる。そ

の水に洗剤を加え、（１）の成長と比較する。

４ 研究の結果

（１）ア 過去の研究では、洗剤を 40 倍に薄めた水で、実験を行った。これを基準に、40 倍・80

倍・160 倍・320 倍・640 倍・1,700 倍に薄めた水の 6 種類で実験・観察を行ったところ、全ての種

類で発芽・生長に影響が見られた。

イ 普段私たちが洗濯するときは、洗剤を 1,700 倍に希釈した水を使用しているが、それより濃

度が 10 倍以上のものは、発芽しないか発芽しても成長しなかった。（資料 1 ～ 4）

（資料 1 アサガオの生長） （資料 2 ハツカ大根の生長）
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（資料 3 アサガオの生長） （資料 4 ハツカ大根の生長）

（２）袋井浄化センター「アクアピュア」へ行き、活性汚泥について話を聞いてきたところ、以下

のようなことが分かった。

① 微生物は有機物を分解するときに、多くの酸素を必要とする。

② 有機物を分解した微生物は、水よりも重くなって下の方に沈んでいく。すると上澄み液ができ

る。この上澄み液はとてもきれいで、塩素消毒してから河川に放流されている。

③ 家で活性汚泥の実験をするときは、バケツににごった川の水を入れ、エアーポンプで 3 日間ほ

ど空気を送り続けると、活性汚泥ができる。

（３）浄化センターで聞いてきたことをもとに家で活性汚泥をつくって植物の発芽・生長の様子を

観察したところ、以下のような結果が得られた。

① 3 日間空気を送り込んだ川の水の沈殿物を顕微鏡で観察したところ、「カルケシウム」「アスピ

ディスカ」「リトノツス」の 3 種類が見つかった。（資料下図）

② 希釈 2,000 倍の水で育てたアサガオについて

は、空気を送り込んだ方は 3 つとも生長したが、送

り込まなかった方は 3 つとも生長しなかった。ハツ

カ大根や希釈 20,000 倍の水で育てたものには、差

が見られなかった。

③ 水道水と空気を送り込んだ川の水については、

全体的には水道水で育てた種子の方がよく育って

いたが、希釈 2,000 倍の水で育てたものは、両方の

差があまり見られなかった。（資料 5 ～ 8）
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（資料 5 水と洗剤） （資料 6 空気を送り込まないもの）

（資料 7 空気を送り込んだもの）

（資料 8）
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５ 考察

（１）私が平成 16・17 年度に行った実験で使用したのは、希釈 40 倍の水だった。それは日常生活

での使用量からするとたいへん高濃度の水溶液で行っていたということが分かった。それを約 10

倍にうすめて、初めて発芽・生長がわずかに見られ、洗濯水（希釈 1,700 倍）においてもまだ生長

に大きな影響が見られること、さらに 20,000 倍に薄めてもまだ影響が残ることが分かった。「希釈」

は汚れを薄めるだけで分解はしないため、植物に与える悪影響を完全になくすことはできないと考

えられる。

（２）（３）

ア 見つかった微生物「アスピディスカ」「カルケシウム」は袋井浄化センターで活性汚泥の状態

がよいと判断される指標生物だそうだ。エアーポンプで空気を送り込んだことで、水の中の酸素が

十分にあったと考えられる。希釈 2,000 倍の水で育てたアサガオの生長に差が見られたのは、微生

物による分解浄化作用がはたらいたのではないか。

イ 汚れた水を浄化するには、その水の量と同量の活性汚泥が必要だということが分かった。希釈

20,000 倍の水で育てても、水だけで育てたものより影響が見られたのは、川の水の量に対して活性

汚泥の量が少なく、分解作用が十分に行われなかったためだと考えられる。

６ 研究のまとめ

自然の浄化作用である「希釈」「分解」の作用について実験・観察を行い、次のようなことが分

かった。希釈だけでは植物に与える悪影響を完全になくすことはできないし、微生物の分解だけで

も汚れの量が多ければ分解しきれない。希釈作用も分解作用も、お互いに深く関連し合っており、

自然の力としては別々に切り離して考えることはできない。

７ 感想・今後の課題

今回の実験では、微生物による分解作用を調べるために活性汚泥を使って実験することに取り組

んだが、なかなかうまくいかず十分な結果が得られなかった。ＣＯＤのパックテストも行ったが、

水道水の塩素にも反応することが分かり、得られた結果から何が分かるか考察するには至らなかっ

た。正確なデータをとるための実験方法については、まだ改善の余地があり、もっと勉強しなけれ

ばいけないと感じた。今年初めて活性汚泥を使った実験を行ったが、うまくいかず、分解作用につ

いて十分な結果を得ることができなかった。実験方法をきちんと学んで、もう一度実験したい。洗

剤の成分の中で、分解しきれずに植物の生長に影響を与える成分があるのではないかと思う。この

ことについても調べてみたい。

８ 参考にした資料

・「微生物図鑑」http://www.gesui.metro.tokyo.jp

・「合成洗剤の中身」http://www.ne.jp/asahi/kikko/living/sekken4-1.htm


